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 ＪＲ貨物労組青年部は、

3 月 7 日（土）東京・

代々木公園Ｂ地区にて

開催された、「とめよう

原発３．７全国集会」に

Ｊ Ｒ貨物労連の仲間と

合せ４ ４名で参加して

きました 。 （ 参 加 者 総

数・約８，５００名）  

 主催者挨拶では、「福

島原発事故から１５年、

原発のない社会を一日でも早く実現しよう」「わたしたちは、平和をめ

ざし、平和憲法のもと、戦争をしない世界をめざしてきた。しかし、世界

では、人殺しが当然の時代となってしまった。これを変えていきたい」と

述べました。その後、脱原発にむけて活動している方々から活動報告が

され、連帯を確認すること出来ました。 

 終了後、代々木公園から表参道を経て、外苑前まで約２㎞をパレード

行進し、「原発再稼働反対」「す

べての原発を廃炉に」と脱原発

社会へむけて力強くシュプレヒ

コールを行ない連帯の声をあげ

てきました。 

 これからも、JR 貨物労組青年

部は、「脱原発のたたかい」に、

積極的に参加し、青年部員と共

に安心して暮らせる社会をつく

り出していきましょう。 


